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１．研究計画の概要 

本研究では、ゾル・ゲル法により、バイオ

ポリマーを担体とし、微小ナノ分離剤を内包

する高機能性・高選択性ハイブリッドマイク

ロカプセルを設計・合成する。有用核種の選

択的吸着および逐次クロマトグラフィー分

離を組み合わせて、シンプルで一貫した高度

分離プロセスの完成を目指す。元素レベルで

の有用核種あるいは長寿命核種を、利用可能

な、あるいは核変換が容易な形態で高純度に

単離することを目指し、放射性廃棄物の大幅

な低減化を図る。研究工程として、平成 20

年度：発熱元素および白金族・Tc の分離回収

の基礎技術開発（東北大）、平成 21 年度：加

水分解性核種（Mo,Zr,Te）およびヨウ素の精

密分離・回収（東北大・産総研）、マイナー

アクチノイドの精密分離・回収の基礎技術開

発（東北大・原子力機構）、平成 22 年度：模

擬高レベル廃液を用いた要素技術の確証試

験（東北大）、平成 23 年度：実廃液による精

密分離試験（東北大・原子力機構）、平成 24

年度：MC による精密核種分離システムの総合

評価（東北大・原子力機構）、で実施する。 

 

２．研究の進捗状況 

平成 20 年度は、発熱元素および白金族・

Tc の分離・回収の基礎技術開発を実施した。

AMP、クラウン化合物、CuFC および Cyanex302

を内包したマイクロカプセル（MC）を調製し、

そのキャラクタリゼーションを実施し、ゲル

ポリマー内へ安定に固定化されることを明

らかにした。分配係数（Kd）値は Cs,Sr,Pd,Tc

に対して 100cm3/g 以上の高い値が得られ、

他核種との分離性も良好であることを明ら

かにした。 

平成 21 年度は、加水分解性核種および Am

と Eu の精密分離・回収の技術開発を実施し

た。Mo に選択性の高い LIX63 および Am に選

択性の高い Cyanex301 を内包した MC を調製

し、キャラクタリゼーションにより安定に固

定化されることを確認した。Mo および Am の

Kd 値は 100 以上であり、他核種との分離性も

良好であった。特に、従来より困難とされて

きた Am/Euのクロマトグラフィ分離が達成で

きた。 

平成22年度は、発熱元素、白金族元素、加

水分解性核種に関して、模擬高レベル廃液（

ＳＨＬＬＷ）からの精密分離・回収試験を実

施した。Cs,Sr吸着率は99％、51.2％を示し、

高い選択性が確認できた。KCuFC-CaALGはPd

を選択的に吸着し96%の極めて高い吸着率を

示した。MIDOA-HALGマイクロカプセルは、 

ReO4
－の吸着性を有することを確認した。

LIX63Ca-HALG-MCでは、Mo(VI)吸着率は 
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81.8%、Zr(IV)の吸着率も74.2%と高い値を示

した。MCの表面、断面、沈殿物のEDSスペク

トルから、Mo,Zrの沈殿、アルギネート相へ

のZr(IV)、Ru(III)の吸着が確認された。 

以上のことから、平成20年度および21年度の

基礎技術が、模擬廃液からの吸着分離に適用

できることが分かった。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 吸着剤の合成、特性評価、及び吸着特性に

ついては、単純系、混合系の結果も順調に取

得できている。これらの基礎データを基にし

て実施したＨ22 年度の模擬廃液からの吸着

分離試験でも良好な結果が得られている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

平成 23 年度：実廃液による精密分離試験

（東北大・原子力機構）、平成 24 年度：MC に

よる精密核種分離システムの総合評価（東北

大・原子力機構）、で実施する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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